
査調の園翠滴園翠養

露地をともなう茶室 「実際!奄」な Eが付属している。

援翠園lま海浜地にありながら、 1: <に海景を取り入れ

ず、平慢な地形と大浦湾に接する部分を「松ケ枝堤」で

仕切って閉じた庭園空間を形成している。松ケ枝堤は高

本年度おこなった養翠園(和歌山市)、滴翠悶(京都市) さ約 2m、幅約 5mの土手の上に、 I1旬高直径20-60cmの

の調査は、ともに後年度に控える庭闘改修にともない、 大分のクロマツを手11植したも ので、往時は湾岸に独特の

実illil図の作成を主眼としたものである。調査対象となる 風致をなしていたが、第二室戸台風以後、防潮のための

各庭闘の面積、調査回数および日数は、養翠闘が約27.000 コンクリート堤防が堤の南側に接して設けられている。

m' (うち闘池部分が約9.000m')、計・6匝|、延べ26日間、 関内の植裁はこの「松ケ枝堤」に代表されるように、大

前i翠悶が約4.300m'(うち園池宮11分が約900m')、計3回、 小のクロマツが大部分を占め、その{也もウパメJゲシ、イ

延べ15日間である。調査にともない、義翠闘では1/100、 ヌマキ、マサキな E、耐i羽l性、防j良性に富んだものを使

滴翠閑では1/40で野帳を作成し、それぞれ1/200、1/50の 閉している。

清絵図と1/400、1/100の編集図(図 l、図 2)を作成した。 悶池は中島とこれに付属する三ツ柄、太鼓橋によって

饗翠圏一庭闘の概要と保存3準備一 議翠悶は、文政年 IHf東西に二等分割lされる。庭石は紀州背石(緑泥片岩)

間 (1818-30) に紀州徳川家第十代務主治宝が和歌山務 を基調としており、護岸の石組はこれを石垣風に和むの

士山本~R左衛門の下屋敷を改修し、西浜御殿の別壁 r7tく を基本として一部を乱杭打ち tし、汀線は中島辺りを境

軒御用地」の庭閣として造営したのを始まりとしている。 に西{JliJは自然風、京側!ま直線的な作りとなっている。紀

治宝の死後、 「水軒御用地」は家老三浦家に下げわたされ 州背石で作られた護岸は、築造以後の堆柏などによって

るが、明治21年に徳川家が貰い戻し、これを昭和 8年、 埋もれている部分があり、 とくに南岸の狐山にみられる

藤井家に売却、昭和23年の民地買収令によって、現在は 築山石組の本来の姿の解明には今後発掘調査等を含めた

庭闘の部分のみが残っている。藤井家ではこの養翠国の 詳紛!な淵査を必要とする。

保存に努め、同29年より公附のため飛び石を新たに施す 今後、後謬闘では 「護岸の改修J q.也の波諜J r御門長

なEして改修・整備を手掛けるとともに、「養翠園保存協 屋の修理」などの事業をl順次予定している。庭閣内部だ

会」ぞ設立し、養翠閣は同33年に和歌山県指定文化財「名 げではなく、天ネ111山の{背景や松ケ枝堤など周辺環境を合

勝紀務水粁御用地」の指定を受けた。同36年には第こ めた名勝の保全を進めるためには、緑地や港湾など、開

室戸台風来襲の折、庭国内浸水や多くの倒木などによっ 係他部局 UbJ，力し、緑の基本計ii!ilや都市マスタープラン

て多大な被害を蒙ったが、よく復旧に努め、同45年に保 のなかで総合的に位置づけた保全計画が必要である。

存4:J:I-業経営の安定化のために「株式会社養翠閑」を設立 (平津 毅/平総宮跡発射訓笠淵i)

した。平成元年には国指定名勝 「養翠図」となり、現在

に至っている。

庭問は池泉回遊式を主要な骨格とするが、大mr湾に而

するiタ入式の悶池、敷地面積の1/3を占めるこの間地を利
た ζ ずし~ん

用した舟遊式、天神山 ・主主魚頭姿山を背景tした借景式、

中圏西訪iJJの風景を模した縮景式、露地など、種々の庭回

糠式が組み合わされている。

L字型の敷地は西辺と南辺を大浦湾に固まれ、南側に

ある東西に長い国池を中心にひろがる。関i也の北西には

「姿翠亭J (文政4年建築、平成 3-6年改修)があり、

闘池商俸の狐山の石組や東方の中島、 三ツ稿、 天神山な

E を望む r~ljJ庄の問」、あやめ i也の正而に「御次御座敷」、 図 l 繋翠圏平面図
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清穆圏 一治中治外図から説む築造年代一 凶本願寺の

東南隅にある滴~閣は、飛雲閣をめぐ・る峰闘である 。 飛

芸|品lについては、盟臣秀吉の京都邸第 ・猿楽第のi立制を

移築したとの伝永が江戸|時代からある。来楽第泣梢の移

築説については、近年の解体修理の際の所見から否定的

な見解が優勢であるが、なお、そのJ'J:.(.為は決定的にはあ

きらかになっていな L、。飛芸|倒が移築であるにせよ、新

造にせよ、滴滋闘の築造とは不可分の関係にある。i而恕

闘の築造およびその後の変遷については、文献史料と絵

画資料を駆使した飛団施夫の論考 (r西本願寺iiお翠|却の変

遷J r史跡、と美術J 532号、 1983年)がある。飛田li、i各

I判各外図、なかでも 〈林家本〉を手掛りに滴翠|電|の築造

年代を考察しているが、〈大阪市美術館本(田万家本))

に拙かれた滴翠困の前身庭問および桜l樹立l!物の有在をみ

おとしている。 ここでは、 二粂城築造後の景観を怖いた

第二J明治中治外図に属する <，路興寺本〉 と 〈大阪市美術

館本〉をtりあげて、築造年代を考察する。

<1路興寺本〉の景観年代(i、再建のなった方広寺大仏殿

が拙かれ、同寺鐘楼が拙かれていないことから、慶長16

図E 本願寺滴翠図平面図

図3 (勝奥寺本〉 図4 (大阪市美術館本}

年 (1611) と元手fI元年(1615)のnaと椛定されている(円
本界風絵集成第11巻-i各巾洛外』税談社、 1978年)。左隻

左下li/J¥に拙かれた四本願寺の東南附をみると、塀にとり

つく 二府の控物と錨機が拙かれるだけで、飛芸I~l i>忠わ

せる建物はもちろん、 l也や庭問らしい木立なども全く拙

かれていない(図 3)。一方、 〈大阪市美術館本〉の景観

年代(J:、内袋の形状ι焼失以前の西本願寺の伽藍配置か
ら、院長1911三(1614) と元和 3年(1617)の聞と枇定さ

れている(上掲苦)。こちらには、鐘楼の南に平屋の建物

が柿ヵ、れ、さらにその南に閑池が拙かれている(図 4)。

阻池は、 !JiilJIIから導水したのであろう、束力、ら直線的な

水路が引き込まれる。北岸IJ:、この水路北岸を延長した

かたちで直線状にのびる。また、 i也の南岸には出向(ま

たは'1-'向)と みられる失，'1'，部がある。この，'l'，烏の*・北・

聞の護岸む直線状を呈 し、池北j辛からは木製反橋が架か

る。さらに、 この出品上には二府の楼|矧建物が建つ。こ

の/1'，印西方の地雨岸および西岸の護岸線は[111線を柿き、

池全体としては直線的な護岸と Itll線的なそれとが併用さ

れている ことがわかる。〈大阪市美術館本〉に拙かれたこ

の池を中心とする庭問が治i翠閣の前身であり、楼|非l建物

が飛芸I~l そ のものではないにしても、少なくともその前

身建物であることはあきらかであろう。

以上の結果、飛茎|制の前身建物とそれをめぐる庭闘が

西本願寺東南附のこの場所に築造されたのは、両図の景

観年代に|対する上記の推定が正しいとの前提に立てば、

元手11元年(1615) から同 3年 (1617)の問に絞られる。

また、小編遠州が直線的なデザ、インを庭闘に導入しはじ

めたのがこの時期であり、 この庭聞には時代の先端を行

〈デザインが保mされていたといえる。さらに、反橋の
存在は池ての舟遊びがなされた可能性がi吉jl、ことそ示 し、

JIi1かれた楼1#1建物にも飛芸間同様のjiJ-入りの施設があっ

た可能性守示唆している。

(小野健吉/ギJb.~':主 ~1f. 1ê柑i ，).'.1資制; )
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